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論文内容の要旨 

【目 的】 

ホッケーはスティックや硬い特殊なボールを用いて行うスポーツであり、ゴールキーパー以外

はプロテクターを使用せず、ボールの速度は時速 160 ㎞以上となるため非常にスポーツ外傷が多

い競技である。そのため、外傷予防を目的にホッケーはスポーツマウスガード(MG)を使用するべ

きと考えられ、2020年度からの義務化が決定している。MGに競技能力への影響が有れば装着率の

向上が図れると考えられるが、MG の競技能力向上についての報告はあるがエビデンスは確立され

ておらず、ホッケー選手を対象とした運動と咬合に関する報告も見られない。そこで、本研究で

は日本代表候補選手を被験者とし、MG に対する意識調査と歩行時の体幹動揺を解析したので報告

する。 

【材料および方法】 

被験者は、日本代表候補のホッケー選手 29名(代表選手)。(男性 20名，女性９名，平均年齢 24.2

歳)および共に練習しているホッケー選手 42名 (選手)。(男性 27名，女性 15名，平均年齢 21.2

歳)とした。被験者にはスポーツ外傷と MG に対する意識についての聞き取り調査と口腔内診査お

よび咬合力と握力の測定を行った。被験者のうち咬合などに異常は認められない男子代表選手 16

名(平均年齢 23.6歳)に対して、歩行時の体幹動揺を計測した。計測方法は、当講座にて従来より

用いられる方法を参考とし、動画をビデオ編集ソフトウエア EDIUS NEO ver3.5 にて編集した。歩

行運動試技の解析には２次元/３次元ビデオ動作解析システム Frame-DIASⅤを用い、被験者に貼付

した φ20mm 反射マーカーの動きを追跡した。歩行時の負荷として体幹トレーニング器具(Easy 

Change®ウォーターバッグ)に水を入れ10㎏としたもの(負荷有り)と対照用として体幹トレーニン

グ器具に空気を入れたもの(コントロール)を用いた。負荷有りとコントロールそれぞれに MGを装

着した状態(装着)と MGを未装着状態(未装着)にして撮影を行った。 

なお、本実験は朝日大学歯学部倫理委員会の承認(承認番号 30026号)を受けている。 

【結 果】 

アンケート調査より、経験年数が長くなるほど顎顔面部外傷の既往は多くなった。MG の使用率

は女性が 71％であり男性は 23％であった。MGが外傷予防のため装着していることを 90%以上が理

解していた。歯科医師が製作した MGが最も満足度が高かった。握力と咬合力は同じ年代の日本人

の平均値と同等であった。歩行時の体幹動揺は垂直軸と水平軸において装着負荷有りの動揺は未

装着負荷有りの動揺より有意に減少した。コントロールでは装着と未装着および垂直軸・水平軸 
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どちらにおいても差は認められなかった。咬合力測定システムの結果と動揺の相関をみたところ、

咬合力表示面積が増加すると動揺が減少するという相関があった。 

【考 察】 

アンケート調査の結果より男性選手の MG使用率が低いことから、MGの必要性などスポーツ歯学

に対する教育を充実させる必要があるのではないかと思われる。全身の筋力の評価の有効な指標と

して握力が用いられており、調査対象の選手全てが日本人の平均的握力とほぼ同程度であり、咬合

力も同様の結果であったので、本研究の被験者の握力と咬合力は平均的な日本人と同程度であると

考えられる。このことから、本研究で得られた結果は平均的な日本人すべてに当てはまると考えら

れる。咬合力測定と歩行運動による動揺度の相関を見た結果、咬合力表示面積が大きくなることで

身体の動揺が小さくなることが示唆された。佐藤はスプリントによる 10mm の咬合挙上は身体動揺

を大きくすると報告している。本研究で作製した MG による挙上量は下顎安静位以内であり咬合力

表示面積が大きくなることで下顎位が脳頭蓋に対し安定し、閉口筋の収縮は頸部周囲の伸筋・屈筋

が共縮して非相反性に筋活動を亢進させ関節を固定するとの報告からも体幹動揺が減少したもの

と考えられる。 

【結 論】 

アンケート調査の結果よりホッケー選手には、MG に関するスポーツ歯学教育をより充実させる

必要性が示唆された。歯科医師が製作し適切な咬合調整を行うことで使用中の違和感等が減少する

ことが示唆された。歩行時の体幹動揺は、MG を装着して負荷があるときに垂直的と水平的な身体

の動揺が有意に減少した。咬合力表示面積の増加と体幹動揺の減少との相関があることが示唆され

た。 

 


